
成人病の予防における生活習慣の改善と牛乳・手l製品の摂取

茨城県健康科学センターセンター長細 谷 憲 政

細谷は、平成4年度から長期的なテーマとして上記に関する疫学的詞査研究を開始

した。本年度は、以下の通り実施したので報告する。

平成E年度実施内容

平成4年度に、上記調査のためのフィールドとして、茨城県下に 6つの調査対象地

区を設定し、調査研究νステムを確立した(平成4年度報告書参照)ロ平成5年度に、

そこで得られた牛乳・乳製品の摂取頻度を含む食習慣、その他の生活習慣に関する質

問からなるアンケートによるデー夕、及び同一対象者の血液検査データを用いて、集

計解析を行った結呆、男性で牛乳乳製品摂取習慣のある群が、習慣のない群に比して

血中クレアチニン濃度が有意に高いという結果が得られた。そこで、今回はさらにデ

ータを収集し、昨年度に得られたこの結呆について、交格因子等の検討を加えること

を中心として調査を実施した。

対象

茨城県下の 5地域、水戸市・玉造町・神柏町・竜ヶ崎市・三和町に居住し、基本健

康診査を受診した者のうち、 40代から60代の男性219名(40代;62名、 50代;67名、 60

代 ;74名、不明;16名)、女性218名 (40代;70名、 50代;69名、 60代;67名、不明，

12名)を抽出してアンケー卜調査を行い、その対象者の血液検査データとのクロス集

計を行った。抽出の方法としては、各調査フィールドにおいて、フィールド内での地

域的な偏りが生じないよう、受診番号順に 5-10番おきに系統抽出したロ

方法

アンケートの食習慣に関する質問項目中に牛乳・乳製品の摂取頻度を尋ねる項目と
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して、 r )日に l回は牛乳・乳製品をとっている…はい・いいえ」との質問を設定

した。この質問に対する回答により、 「乳製品摂取習慣あり」群と「乳製品摂取習慣

なし」群に分類した。なお、実際の牛乳・乳製品の摂取量と回答との相関などからみ

た、この質問形式の有効性については、先に第53回公衆衛生学会において報告してい

る(小沢ら、 )994)ο

) )両群の検診デー夕、すなわち肥満度、最高血圧・最低血圧、及び血中のクレアチ

ニン・コレステロール・ HDLコレステロール・中性脂肪・ GOT.GPT・r-G

Tp.アルブミン・血色素量・赤血球数の各検査データを比較した。

2 )交絡因子の検討のため、アンケー卜より、理論的に血中クレアチニン濃度に影響

を与える可能性のある項目を抽出し、それらと牛乳・乳製品の摂取習慣との関連、血

中クレアチニンJ農度との関連を見た、

結果

) )牛乳摂取習慣と健康診査データのクロス集計結呆のうち、有意差の見られたもの

を表)-))-4)に示す。

表 1.牛羽摂取習慣と健診結果の比較

1-1)クレアチニン男性(mg/dl)

平均値 | 標準偏差

牛乳摂取習慣あり

牛乳摂取習慣なし

(p<0.01) 

1.01 

0.92 

0.20 

0.13 

1-2)クレアチニン 男性，腎臓病既往歴者を除いた場合(mg/dl)

牛乳摂取習慣あり

牛乳摂取習慣なし

(pぐ0.01)

平均値 | 標準偏差 l 

0.99 

0.92 
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標準偏差

14.55 

14.83 

1-3)肥満度一女性(%)

平均値

9.68 

18.75 

牛乳摂取習慣あり

牛乳摂取習慣なし

(p<0.01) 

1 -4)G P T 

標準偏差

12.98 

13.80 

平均値

18.67 

23.27 

牛乳摂取習慣あり

牛乳摂取習慣なし

(p<0.05) 

最も注目すべき点として、昨年度と全く同様に、男性の「乳製品摂取習慣あり」群

で、血中クレアチニン濃度が「乳製品摂取習慣なし」群に比べ有意に高いという結果

が得られた CPく0.01)白

血中クレアチニン温度の比較
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また、女性においても、やはり昨俸と司様に、有意ではないが乳製品摂議務渓あ

りJ総において、胸中クレアチニン濃度が高い傾向が見られた。これらの結果は、タ

レアチニン{絞め要望?詑3善後伊IJ (2.0以上〉を徐外しでもなお同様であった。

れ 1 lIIl中タレアチょこン幾度は、ilIIPl霊;こようて変動することが告怒られている。

そこで、 3号機ずべき交終滋子として、牛乳・乳製z誌の摂~習慣と運動iこ演するアンケ

ート議包とのj祭主義、さえとF妥足取タレアチニンイ霞と逐裁に演するアンケ-}-l蚕Eさとの関i患

をえたαi愛護さに総ずるアンケ-~項波紋、ど売の 3 つである。

品) rこのぜ手続、 j子ぞかくようてぶことをどのくらいしましたかd という質問に対し

て「運動・スポーツな 主えび，1士連葬やその他のことでJという 2つの区分におい

て、 ::íI~Hこ 3Eヨ以 k を3ぶ匂 fi援に 1-2回切を2点、 1ほとんどないjをl点と

して、 nま分の得点会合計したもの(後持基6点〉を運動議事演得点とするもの。
b) 休みの臼の過ご、しかとして、苦手いものj という質問lこ対して「スポーツ・運動

・散歩なと1と回答した鮮とそうでだい若手とに分類するもの。

c) r今、関心を持っているものはなんですか」という質問に対して「運動・スポー

ツ」と回答した若手とそうでない哲学とに分類するものe

牛乳・乳製品の俊民文滋憾とこれら3つのアンケート項目との関速を示したのが表2

~l) -3)であり、いずれも手教の関漆伎はEもられなか勺た。

表 2.牛乳摂取習慣と運動限速攻問の比較

2 1)運動習も震得点

男性 1点

牛乳摂取習積あグ

牛乳摂取習慣なし

女性

牛乳主要ゑ習慣まち号

牛乳き喪主主苦言電震なし

(P;NS) 
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2 2)休日的運動習際

i 男性 i休日の運動淡淡あり 入問)
悼平し摂取習漬あり| 一一笠己目設一一
|牛乳摂取習慣なし 13(17.5乃

l 女性 | 
|牛乳t摂取溜慣あり L____________~也盟
1 乳摂取習慣なし 1(6.8η

ω;NS) 

初綴目黒L
14(93.33) 

一「↓
1
1

休日のj塞動習演なし

辺監生型一
日I燃長短i

議露義語への級品、なし 人(%)努ι!全 運動への濁心あ号 入(%)

や警i忠司君主習も喪主ちち 19(2L35) 70(78号喜}

(牛乳争要議後淡なし 811な39) 後lllll.昏1)
会後

I今dド季議L波及警雪渓あ予; 1l(25.00) 
ぷ12Ei17S55妓71よ1 

事実葉支3雪機な ?Jj 2(14.2告}

p(;lすS)

次iこ、 d立中クレアチニンi痩，'1(と土記3つのアンケ…卜 との関連安見たのが表3

j)-3)"e'ある。やはり、 L、ずれも有意の関j議性iま5もられなか勺た。

表札クレアチニン績と運動関連項目の比較
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3-2)休日の運動習慣×クレアチエン値(田dJdl)

男性 | 平均値 | 標準偏差

休日の運動習慣あり

休日の運動習慣なし

(P;NS) 

0.99 

0.95 

0.15 

0.16 

3-3)運動への関心×クレアチニン値(血dJdl)

女性 平均値

0.84 

0.75 

標準偏差

。19
0.15 

男性 | 平均値 | 標準偏差 | 女性 平均値

0.79 

0.77 

標準偏差。11
0.16 

運動への関心あり1.02 0.14 

運動への関心なし 0.95 0.16 

(P;NS) 

2) -2 さらに、筋肉量と関連する可能性がある項目として、タンパク質を多く含

む食品の摂取習慣と牛乳・乳製品の摂取習慣との関連、及び血中クレアチニン値との

関連を検討した。タンパク食品の摂取習慣の質問は r1日l回は肉を食べるJ r 1日

l回は魚を食べるJ r 1日l同は卵を食べる r1日l回はなっとうなど大京、古製

品を食べる」の4項目に対し、 「は， I Jをl点としてその総和をタンパク摂取得点と

した。その結果、表4-1)-2)に示すとおり、牛乳・乳製品摂取習慣とタンパク

摂取得点との聞には有意の関連性は見られず、また、血中クレアチニン値とタンパク

摂取得点との聞にも有意の関連性は見られなかった。

表4. タンパク食得点と牛乳摂取習慣、血中クレアチニン値との比較

4 -1)牛乳摂取習慣

男性 。点人(%)1庶人(%)2点人(%)3点人(%)4点人(%)

牛乳摂取習慣あり 9(10.11) !J(15.73) 36(40.45) 25(28.09) 5(5.62) 

牛乳摂取習慣なし 2( 2.56) 21(26.92) 31(39.74) 18(23.08) 6(7.69) 

女性

牛乳摂取習慣あり 4( 8.89) 6(13.33) 12(26.67) 18(40.00) 5(1111) 

牛乳摂取習慣なし 2(13.33) 3(20.00) 6(40.00) 4(26.67) O( 0.00) 

(P;NS) 
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4 -2)血中クレアチ二ンイ直

男性 平均値 標準偏差 女性 平均値 標準偏差

。点 1.01 0.14 0.77 0.13 

1点 0.95 0.16 0.78 0.14 

2点、 0.96 0.16 0.79 0.14 

3点 0.96 0.15 0.77 0.20 

4点 0.95 0.19 0.77 0.14 

IP;NS) 

考案

血中クレアチニン濃度は、従来、一般に食事因子には左右されにくいとされ亡いる。

ところが、平成5年度に得られた結果と同様、本年度においても、男性で牛乳乳製品

の摂取習慣のある群のクレアチニン濃度が、習慣のない群に比して有意に高いという

結果が得られた。そこで、交絡因子の検討を行ったが、少なくとも本研究で得られた

データの中では、クレアチニン{直と直接有意の関連性を持つ因子は見いだせなかった。

Hulsemannら (987)は、新生児において、経口的に摂取された牛乳中に含まれるク

レアチニンが尿中クレアチニン分泌に影響を与えることを示している。成人において

も、牛乳中に含まれるクレアチニンが血中クレアチニン濃度に影響を与えうるかどう

かの報告は、著者の知る限りでは従来見られない。しかし、クレアアチニン (C，H7 

N 3 0) の分子量は113であり、経口的に摂取されたクレアチニンは成人においても腸

管より吸収されうると考えられる。本研究によれば、牛乳中に105(79-122)μmol/I

含有されるクレアチニン (Hul semannら)が、血中クレアチニン値に大きくはないが

統計的に有意の影響を辱えている可能性が示唆された。今後、各種因子を統制した上

で、牛乳摂取量と血中クレアチニン値との関連のより定量的な検討を行う必要がある

ものと考えられる。
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